
 

研究公開のねらいと視点 
 

〇 本校を取り巻く現状において 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 今日的な児童生徒の実態等において 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②を踏まえると・・・ 

果たして，本校は，少人数の利点を意識した教育活動を展開できているのかという疑問！ 

ならば・・・ 

➀の休校・閉校に向かう手前の学校ではなく，小規模校として役割を担う学校として存在！ 

   

 

 

 

 

少子化・人口減少 

町の人口流出 

産業構造の変化 

地域的利便性 等 

 
休校 

閉校 

本校が置かれている状況

は，この辺りではないか･･･。 

 

R6.4･･･薩川小学校休校 
R7.4･･･秋徳小中学校閉校 

不登校傾向にある児童生

徒数の全国的な増加 

特認校制度を活用する学

校へのニーズ感の高まり 

小集団の人間関係の中で

学校適応を進める必要 

40人学級から35人学級へ

の移行措置 

【全国的な主な傾向】 【本校児童生徒の実態】 

・ 内向的な児童生徒 
が多い。 

・ 自律（立）性の育成
を図る必要がある。 

 

一人に掛ける声も関
わりも多くなるという
小規模校の特有の日常 
＜少人数のマイナス的要因？＞ 少人数という環境での教育の必要性 

「少人数なら」という考え ⇔「少人数だから」という考え 

➀ 

② 

【公開のねらい】 

１ 小規模校の果たすべき今日的役割を再認識・再発見する機会としたい。 

２ 小規模校のよさを児童生徒の利益とする教育活動について考えてみたい。 

【公開の視点】 

１ 小規模校のよさが発揮されている教育活動となっているか。 

２ 児童生徒の実態にある課題を踏まえた教育活動を展開しているのか。 

➌ 


